
製品には、注意ラベルが貼付されています。

このたびは、パナソニック製品を
お買い上げいただき、まことにありがとう
ございます。
この施工説明書を必ずお読みいただき、
説明に沿って正しく施工してください。
特に「安全上のご注意」（2～ 6ページ）は、
事前に必ずお読みいただき、
安全に施工してください。
この施工説明書は、大切に保管して
ください。

施工説明書
品番
 MCF-N250NU(-SL)
 MCF-N300NU(-SL)
 MCF-N350NU(-SL)
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安全上のご注意
人への危害、財産の損害を防止するため、必ずお守りいただくことを説明しています。

■誤った使い方をしたときに生じる危害や損害の程度を区分して、説明しています。

警告 「死亡や重傷を負うおそれがある内容」です。

注意 「軽傷を負うことや、財産の損害が発生するおそれがある内容」です。

■お守りいただく内容を次の図記号で説明しています。

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

警告

据付工事

必ずお守りください

据え付けは、専門業者に依頼し、高圧ガス

保安法および施工説明書に準じる

据付工事に不備があると、異常振動等

の不具合により、水漏れ・冷媒ガス漏れ・

感電・火災の恐れがあります。

据え付けは、ユニット質量に十分耐える

ところに確実に行う

基礎に不備があると、転倒・落下の事

故により、水漏れ・冷媒ガス漏れ・けが・

感電・火災の恐れがあります。

●ユニット質量の 3倍程度のコンク

リート基礎とし、アンカーボルトによ

り、確実に固定してください。

指定冷媒以外は使用（冷媒補充・入替え）

しない

機器の故障や破裂、けがなどの原因

冷媒充填前に気密試験を実施する

冷媒が漏れると酸素欠乏となり死亡事

故の恐れがあります。

感電火災の原因になります。

●気密試験を確実に行い、冷媒漏れの

ない事を確認してください。
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安全上のご注意 必ずお守りください

電気工事

必ず専用回路を使用し、漏電遮断器を

設置する

電気工事に不備があると漏電し、感電、

火災の恐れがあります。

●〈電気工事に関する技術基準〉、〈内

線規定〉および施工説明書に準じて電

気工事を行ってください。

電気配線は、指定のケーブルを使用し、

固定する

指定のケーブルを使用していなかった

り、接続や固定が不完全な場合、電気

抵抗が大きくなり、異常発熱・火災の

恐れがあります。

●指定のケーブルを使用し、配線固定

を確実に行ってください。

アース工事を行う

アース工事がされていないと漏電によ

る感電の恐れがあります。

●電気工事業者によるD種接地工事を

確実に行ってください。

電装箱のカバーは、確実に取り付ける

取り付けが不完全な場合は、内部に水

や生き物が入り、漏電して火災・感電

の恐れがあります。

●確実に取り付けられていることを確

認してください。

安全カバーを取付ける

取扱者以外の人がユニットに手を触れ

るとケガをする恐れがあります。

●安全カバー、あるいは、防護柵を取

付けてください。
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安全上のご注意 必ずお守りください

使用上のご注意

ファンガードに指、棒、異物を入れない

高速回転しているファンに当り、けが

の恐れがあります。

●ファンガードに指、棒、異物を入れ

ないでください。

漏電遮断器が作動したら、専門業者に連絡する

無理に電源復帰を行うと、漏電により、

火災・感電の恐れがあります。

水などが電装箱内部に入ったら、電源

スイッチを切り、漏電遮断器をOFFする

そのまま使用するとショートして、火

災・感電の恐れがあります。

●電気部品に直接水をかけたり、水洗

いをしないでください。

修理

分解、修理は、専門業者に依頼する

分解、修理に不備があると異常動作に

より、けがや、火災・感電の恐れがあ

ります。

●分解、修理は、専門業者に依頼して

ください。

改造は、絶対に行わないでください。

修理用交換部品は、指定部品を使用する

指定部品を使用しないと安全停止しな

いで、破裂、発火の恐れがあります。

●販売店にご相談ください。

異常運転を発見したとき、分解、修理を行う

ときは、電源スイッチを切り、漏電遮断器を

OFFする

異常のまま運転を継続したり、電源を

切らずに分解、修理を行うと、漏電や

ショートして、火災・感電の恐れがあ

ります。

移動・移設

移動、移設のときは、専門業者に依頼する

移動、移設工事に不備があると、異常

振動等の不具合により、水漏れ・冷媒

ガス漏れ・感電・火災の恐れがあります。
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安全上のご注意 必ずお守りください

注意

据付工事

可燃性ガスの漏れる恐れがある場所に

設置しない

可燃性ガスが漏れて周囲に溜まるとス

イッチの火花などで引火し、火災の恐

れがあります。

必要に応じて排水工事を行う

排水の処理が考慮されていないと雨水

や霜取後の水分排出により、かびやこ

けが発生し、すべり転倒してけがの恐

れがあります。

使用基準内で冷凍サイクルを製造する

逸脱した冷凍サイクルでは、異常高圧、

異常発熱により、破裂・発煙・発火・漏

電の恐れがあります。

空気の淀まないところに据え付ける

万一冷媒が漏れると酸素欠乏となり、健

康を害する恐れがあります。

●風通しの良い場所に設置してくださ

い。

ユニット運搬は、専門業者に依頼する

運搬に不備があるとユニットが転倒、落

下し、はさまれてけがの恐れがありま

す。

●ユニットは、重量物です。専門業者

にご相談ください。

電気工事

電気配線は、配管断熱材の中を通さない

配管と一緒にすると露付きによる漏電、

過熱による火災の恐れがあります。

必ず指定容量の漏電遮断器を設置する

指定容量のものでないと適切な安全停

止をせず、感電、火災の恐れがあります。
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安全上のご注意 必ずお守りください

使用上のご注意

冷媒が噴出したら、電源スイッチを切り、

サービスバルブを全閉にする

サービスバルブのサービス口等冷凍サ

イクルの一部を開放し、冷媒が噴出す

ると酸素欠乏となり、健康を害する恐

れがあります。

濡れた手で電気部品に触れない

漏れた手でスイッチ操作をすると感電

し、けがの恐れがあります。

可燃性スプレーは、近くで使用しない、

可燃物は、近くに置かない

スイッチの火花などで引火し、火災の

恐れがあり ます。

点検整備は、電源スイッチを切り、漏電

遮断器をOFFして行う

通電したまま点検すると感電、はさま

れ、発熱によりけが、火傷の恐れがあ

ります。

漏電遮断器は、定期的に動作確認する

故障したまま使用すると安全停止をせ

ず、感電、火災の恐れがあります。

据え付け台は定期点検する

長期使用で傷んでいるとユニットが落

下、転倒し、はさまれてケガの恐れが

あります。

ユニットに乗らない

上に乗ったり、ものを載せると、振動

により、転倒、落下してけがの恐れが

あります。

廃棄

ユニットの廃棄は、専門業者に依頼する

ユニット内部に冷媒およびオイルを充

填したまま廃棄すると外火により爆発

の恐れがあります。

露出している配管や配線に触れない

やけどや感電の恐れがあります。

凝縮器フィンに触れない

フィンに手を触れ、縦に擦るとエッジ

で手を切る恐れがあります。
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※ファンモータコントローラの移動
左側面の取付可

各部の名称および別売部品

図はMCF－N350NUです。

対 応 品 番品　番

SPK-GA4005

SPK-GA4006 MCF-N350NU(-SL)

MCF-N250NU(-SL)
MCF-N300NU(-SL) フィンガード4枚

（吸入部1面に2枚使用）

用　途
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ユニットは下記の使用範囲でご使用ください

使用範囲

基  準  値 備     考 

使 用 冷 媒  

冷 媒 封 入 量  

凝 縮 温 度  

ユニット周囲温度 

電 源 電 圧  

設 計 圧 力  

設 置 傾 斜 角 度  

設 置 場 所  

電 圧 不 平 衡 率  

適正封入量である事 

コンデンサ吸込み空気温度 

ユニット電源端子電圧 

 

 

 

頑強な基礎が必要 

 

 

R404A 

冷凍機の使用基準に準じる事

常用 20 ℃ ～ 50 ℃ 

－5 ℃ ～ ＋ 40 ℃

3相 200 V ± 20 V

2 ％ 以下 

2.9 MPa

3 °以下

屋外設置 
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ユニットを上手にお使いいただくために

この製品はR404A専用ユニットです。

冷凍機油やコンプレッサを含む各部品は専用設計されたものを使用しています。

製品の信頼性を保つために下記の点に充分注意してください。

①膨張弁はR404A専用を使用してください。
②冷凍機油は水分吸着性が高いので、開放時間を出来るだけ短時間にしてください。
冷凍機の接続は配管施工の最後に行ってください。また雨天での屋外工事は行わないでください。

③配管は清浄なりん酸銅管、ロ－材は低温ローを使用してください。フラックスは使用しないでください。

④フレア面のシールは、ハブ油を使用してください。

⑤気密試験で使用するリークディテクターは、冷媒R404Aに感知することを確認してから使用してください。
（ハロゲントーチ式のリークディテクターは、冷媒R404Aに感知しません。）

⑥即設ユニットの交換には、使用しないでください。
（冷媒回路内の清浄度、不純物、オイルなどを考慮して、新規設備で使用してください。）
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据付場所の選定

床からの照り返しの影響がないように設置してくだ
さい。

熱気から離れたところ

サービスのできるところ
点検とサービスのため、サービススペースを確保し
てください。

床が濡れても良いところ
ユニットは雨水や、場合によっては霜取後の水分が
排水されます。
必要に応じて排水工事を行ってください。

雪の積らないところ
寒冷地帯での据え付けは冬場の雪を防ぎ、凍結や
着霜をしにくくするために必ず屋根等の対策を
行ってください。

風通しのよいところ
環境のよいところ

放熱を良くするために、コンデンサの吸い込み空気が
40℃以下で、風通しの良い場所に据え付けてください。

腐食性ガス（海水、トイレ、焼却炉、排水処理、科学
工場、車又は暖房時の廃ガス等）の影響の無い場所に
据え付けてください。

床は丈夫で水平なところ
騒音が増大しないように、しっかりした基礎工事の
台の上に設置してください。特に隣家との境界線で
は、公害対策基本法第9条の規定に基づく騒音に係る
環境基準を満たすように取付けてください。

隣家の迷惑にならないところ
凝縮器からの吹出風が隣家の窓へ吹き付けたり、
騒音が伝わらないようにしてください。

一般注意事項
各機器の配置は、配管長・配線長ができる限り短く、また工事のやり易い場所、保守点検のやり易い場所を選定してください。
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搬入・据え付け①

基礎・架台工事

吊り下げ搬入 [ユニットは重量物です。
搬入には注意してください。]

・冷凍装置の施設基準（冷凍保安規則）の規制を受けますので、施設基準に準じて施工してください。
・本ユニットは合算して法定冷凍20トン以上になる冷凍装置、または付属装置としては使用できません。

ユニットはできるだけ垂直に保って、静かに搬入して
ください。ユニットの横倒しは絶対に避けてください。
またフォークリフト等で搬入の場合は、ユニットの
下に出ている配管に当たらないように搬入してくだ
さい。

ユニットを吊り下げて移動する場合の注意
1. ベルトは、ユニット質量に十分耐えるものを使

用してください。（クレーン等安全基準第213
条に準じてください。）

2. 吊り下げる場合、本体が水平になるように重心
をとりながら、衝撃をあたえないように移動し
てください。
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搬入・据え付け②
製品質量と外観寸法

取付ピッチ MCF-N250NU(-SL) 267 kg
MCF-N300NU(-SL) 285 kg

MCF-N350NU(-SL) 325 kg
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据え付け例①
標 準
コンデンサ冷却は両面吸込み・上吹出しですので、前面・背面・上面は十分なスペースをお取りください。



14

据え付け例②
ブロック設置

集中設置の場合はアングル設置（400mm以上）にしてください。
連続設置①
前後と底部に通風スペースを取ることによって
図のような連続設置が可能です。（配管は両サイド取り出し）

連続設置例�
底部に通風部をもうけることによって図のような連続設置が可能です。
（2台以上の連続設置は底部の開口が必要です）

この面にファンモータ
コントローラ取付可

集中設置の条件では、性能を損なわない為アングル設置にする必要があります。
製品質量に耐え、かつまた異常振動の発生しない構造のものをあらかじめご用意ください。
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冷媒配管工事①

ガスリークの注意
ガスリークを起こしますとコンプレッサ過熱
運転、エアかみ運転になることが考えられ、この
場合コンプレッサの故障の原因になります。気密
試験は確実に行ってください。

ユニット間の配管接続サイズは基本的には次の通りですが、配管の圧力損失や冷媒流速を計算して、
冷凍能カやオイル戻りに支障のないように、サイズを決定してください。

冷媒配管サイズの選定

高精度の部品から構成されているため、異物の混入により摺動面にキズが発生すると、圧縮ガスのもれが
多くなり、能カが低下するばかりでなく摩耗、焼付を起こすことになります。

・溶接時は窒素ガスを流す

・配管内外は清浄なものを使用する

・銅パイプの切断およびバリ取り時
の切粉が混入しないようにする

ゴミ・金属粉・酸化スケール等の異物混入防止

気密試験 [配管工事終了後、配管に
断熱工事をする前に実施
してください。]

検査圧カは下表の圧力で実施してください。

品　　　　　番 液  管 吸入ガス管 

MCF-N250NU（-SL） 
φ38.1

MCF-N300NU（-SL） φ28.58

MCF-N350NU（-SL） φ41.28

2.9MPa

高 圧 側 

冷媒配管工事の設計施工の良し悪しが冷凍装置の性能や寿命およびトラブル発生に大きな影響を与えますので、
高圧ガス保安法及び関係基準と以下に示す項目に従って設計施工してください。

配管は、管内にごみや水分等のない清浄なリン脱酸銅管を使用してください。
接続部の曲げ配管はエルボをご使用ください。
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冷媒配管工事②
蒸発器が上にある場合

＊液冷媒の高さによる圧力損失が大きくなり、フラッ
シュガスが発生することがありますので、高低差は
5m以内にしてください。

コンデンサユニットが上にある場合

※コンプレッサユニットよりコンデンサユニットが上
にある場合、高低差が10mを超えるごとに図のよう
にＵトラップ・逆トラップを付けてください。なお
高低差は25mを限度としてください。

＊吸入管の油もどりをよくするため、配管サイズを
考え、6m毎にトラップを設けてください。なお、
高低差は20m以内としてください。

蒸発器が下にある場合

逆トラップ
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電気配線工事

電気配線容量及び電気配線

配線ブロック図

許容電源電圧

感電・火災の防止
●アース配線（D種接地工事）を行ってください。
●専用回路としてください。（他の製品と共用しないでください）
●電線は、高温部（吐出配管）および金属のエッジ部に接触しないようにしてください。

本ユニットの許容電源電圧は、下図の通りですので、この範囲に入るようにしてください。

停電後の再通電時、冷凍機を含め各種機器が通常同時に始動します。
電源容量･配線容量に余裕がないと、電圧が170V以下に下がり、モータが始動できずモータ、電装品の不具合事故が
発生する場合があります。これらが考えられる場合は、次のことを考慮してください。
●停電後は、各種機器が同時始動しないよう順次始動させる。(遅延タイマ追加)

運転中の電源電圧180V～220V

電
圧

電気エ事は、電気設備に関する技術基準（経済産業省令）および、所轄電カ会社の内線規定に従うほか、
以下の内容にそって電気工事士の有資格者が行ってください。

必ず指定容量の漏電遮断器を設置する
指定容量のものでないと適切な安全停止をせず、感電、火災の恐れがあります。

漏電リレーでは保護できません。

停止時の電圧190V～215V［推奨値］

コンデンサユニットの配線容量は次の通りです。 
電源線をコンプレッサユニットから取らない場合は、下記仕様の漏電遮断器を設置してください。
また、電気配線は、金属管施工してください。なお金属管は接地してください。
（電波障害防止上有効です）金属管はラジオ受信地域よりなるべく離してください。（2 m以上）

品　　番

MCF－N250NU（-SL） 
MCF－N300NU（-SL） 
MCF－N350NU（-SL） 

11.6/10.8
17.4/16.2
17.4/16.2

3.8/4.8
5.7/7.2
5.7/7.2

10A
15A
15A

30mA
30mA
30mA

2
2
2

2
3.5
3.5

2以上
2以上
2以上

 接地線太さ 
（mm2） 

始動電流（A） 
50Hz/60Hz

運転電流（A） 
50Hz/60Hz

漏電遮断器
定格電流 30m以下 50m以下感度電流

電線源の太さ（mm2）
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始動前の確認

試運転時の確認事項

運転時の確認・保守点検

（1）誤配線、配線のゆるみがないか再確認してください。

（2）電源電圧は定格の±10％以内（通常200～210V）にあるか確認してください。

（3）絶縁抵抗が1MΩ以上あることを確認してください。

（1）ファンの回転方向が指定方向になっているか、もしも回転が逆の場合は電源を切り、電源回路の相順を合わせ
てください。例えば端子台ＲＳＴのＲとＳ端子に接続している線を入れ替える。

（2）ファン回転方向が正常であることを確認後、運転モード切換スイッチを“自動運転”側に倒してください。
ファンモータがコントロール運転を始めますのでコンプレッサユニットの高圧ゲージで圧力に異常のないこと
をお確かめください。

1. 保守点検のお願い（施工業者等の専門業者様へ）

2. 交換部品と交換の目安

点検項目・交換部品 

異常音・異常振動 

ファンの目づまり 

ファンの回転 

ファンモータコントローラ 

の防雨性 

カバー取付ビス部、運転モード切換スイッチの取付部及び防水キャップ部 

電線の出入口内部の防雨性 

温度センサの固定 温度センサが、パイプにしっかりと固定されているか。 

コ

ン

デ

ン

サ

 

点検内容・交換の目安 

異常音・異常振動等の発生のないこと 

コンデンサフィンが目づまりを起こしていないか…定期的清掃 

ファンの回転状態に異常はないか 

保守点検は専門業者にご依頼ください。

コンデンシングユニットの構成部品は永久的にもつものではなく、ある期間で消耗する部品が含まれています。

事故を未然に防ぐためには、寿命がくる前に定期的に点検し部品交換する必要があります。

施工業者は顧客と保守管理契約を結び、冷却システムを含めた定期点検を実施するようお願いいたします。

コンデンシングユニットの主な点検・交換部品と点検・交換の目安は次の通りです。点検にて異常が見られたら
早めに交換してください。尚、点検・交換に際しての技術的な詳細事項は当社発行の［技術ハンドブック］
［技術マニュアル］等を参照願います。
点検・交換時期の目安は、運転率や運転状態・周囲環境および各部品等により異なるので特定できませんが、
特に注意すべき時期は（１）試運転（２）定期点検時（３）システム補修時などの時に十分な点検実施をお願い致
します。
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ファンモータコントローラ及びファンモータの故障診断

故障診断
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故障時の処置

故障した場合の処置

故障等、不具合が生じた場合、修理は専門業者にご依頼ください。

万一何らかの原因によりコンデンサユニットおよび冷媒回路部品が故障した場合は、電源をOFFにして修理してく

ださい。なお、故障再発防止のため、次の点に注意してください。

（１）同じ故障を繰り返さないよう故障診断を確実に行い、故障個所と原因を必ずつきとめてから修理してください。

（２）配管修理を行う場合、溶接部は必ず冷媒を出し、窒素ガスを通しながら溶接をしてください。

（３）コンプレッサやコンデンサなどの主要部品の交換や冷媒やオイルの交換時は、必ずフィルタドライヤも

交換してください。なお、コンプレッサモータ焼け等で冷媒配管内の汚れがひどい場合は、冷媒回路内に残留

する冷凍機油を除去するため窒素ブローしてください。（このときには膨張弁を取り外して行ってください）

（４）コンデンシングユニットの修理・交換・廃棄等を行う場合は、必ず冷媒を回収してください。

（５）部品故障は、ユニット全体の交換はやめ、不良部品のみ交換してください。

（６）故障部品は、必ず部品に記載されている品番と同じものを交換してください。不明の場合は弊社発行サー

ビスパーツリストに従ってください。

（７）部品交換は全ての部品を元の状態に戻し、ビス類は完全に締め付けてください。

（８）補修後は必ず試運転時と同様、運転状態の確認を行ってください。

特に、故障が再発する可能性がないかどうか再確認してください。
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1．無償保証期間および範囲

2．保証できない範囲

ユニットの保証条件①

（5）運転環境及び保守点検が不備なことによる事故の場合

○油（機械油を含む）、水分、塩分（海岸地区等、但し塩害仕様品は除く）、硫化ガス（温泉地区等）などの

　多い環境に据付けたことによる事故

○据付け場所の不具合による事故（風量不足、水圧、化学薬品等の特殊環境条件）

○制御機器等調整ミスによる事故

○ショートサイクル（運転一停止おのおの5分以下）運転による事故

○メンテナンス不備（ガス漏れを気付かなかった場合）

○修理作業ミス（部品違い、欠品、取付不良）

（2）機種選定、冷凍装置設計に不具合がある場合

（1）本施工説明書に指定した使用範囲を守らなかったことによる故障の場合

適合冷凍機種の組み合わせミス、電磁弁等の制御機器不適正、その他施工説明書と本体に表示されている禁止

事項・注意事項・指示事項を順守せず、冷凍サイクルを設計したことにより、故障に至ったと弊社が判断した

場合。

（3）据付工事に不具合がある場合

 ○据付工事中取扱い不良のため損傷、破損した場合

 ○据付配管工事中にサイクル内に異物（ゴミ・金属粉等）が入ったことによる不良と判断される場合

 ○据付配管工事の電気配線不良と判断される場合

 ○弊社関係者が工事上の不備を指摘したにもかかわらず改善されなかった場合

 ○各種法規に違反する工事により生じた事故

 ○振動が大きく、もしくは運転音が大きいのを承知で運転した場合

 ○軟弱な基礎、軟弱な台枠が原因でおこした場合

 ○接続配管ロー付け時の不具合により、逆止弁・電磁弁等が作動不良となった場合

 ○弊社の製品仕様を現地改造した場合、また移設したことにより生じた事故の場合

 ○電気部品への切粉侵入による事故（追加部品等取り付けのための穴加工時）

 ○本品に指定された設置場所、使用周囲温度、使用電圧の範囲を守らなかったことによる事故の場合

無償保証期間はコンデンシングユニットを据付けた日から1年間といたしますが、無償保証の範囲は故障
した当該部品とし、代品を支給いたします。
ただし、下記による故障については、保証期間中であっても有償となります。

（4）弊社の製品仕様を据付に当たって現地改造、付帯工事或は移設したことにより生じた事故、又は弊社製品付属

 の保護機器を使用せずに事故となった場合
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ユニットの保証条件②
保証できない範囲

（7）本製品に指定された蒸発温度、凝縮温度、使用外気温度、使用電圧の範囲を守らなかったことによる事故

の場合

（8）火災、地震、水害、落雷その他の天災地変による事故

（9）国外で使用した場合

（10）車両、船舶、搬送車などに搭載使用した場合

（振動、衝撃、瞬時停電、油面確保等に影響）

（11）その他、ユニットの据付、運転、調整、保守上常識となっている内容を逸脱した工事及び使用方法での

事故は一切保証できません。また、コンデンシングユニット事故に起因した冷却物、営業保証等の二次補

償はいたしません。したがって、二次災害については警報システムの設置あるいは弊社代理店等と相談の

上、事前に損害保険を掛けるなどで対処してください。

（6）電源の不具合による事故の場合

○電源側のヒューズ溶断、電線の端子緩みによる単相通電（欠相）によって起こるモータ、電装品の不具合

　事故

○停電後、非常電源への切り替え後の始動時に起こる電源電圧異常低下（170 V以下）によって起こる

　モータ、電装品の不具合事故

○雷等による電源への異常高電圧の印加、あるいはアーク火花等の過大ノイズ印加によるモータ、電装品

　の不具合事故

○規定の電圧以外の条件による事故の場合、および汎用インバータ等の使用による歪み電圧を印加した

　事故の場合

○当社指定容量の漏電遮断器を取り付けずに生じた事故の場合

○冷媒過充填、冷媒不足及び冷凍機油不足に起因する事故（始動不良、電動機冷却不良、潤滑不良）

○除霜不良による事故

○異常電圧による事故

○サイクル内に空気、水分を吸い込んだと判断される場合
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施工説明書に記載されていない方法や、指定の部品を使用しない方法で施
工されたことにより事故や損害が生じたときには、当社では責任を負えま
せん。また、その施工が原因で故障が生じた場合は、製品保証の対象外と
なります。


